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は し が き 

 21 世紀は、知識基盤社会であり、これまで以上に変化が激しく、未来の社会を予測しに

くい時代である。このような社会を生きぬいていくために、学び続けることを通して、自

ら考え、主体的に判断する力と、変化や困難に直面しても柔軟かつ的確に対応できる強さ

を身に付けることが、本県の児童生徒に求められている。このような人材を育成していく

ためにも、本県では、平成 27 年５月に第６次山形県教育振興計画を策定し、基本目標を「人

間力に満ちあふれ、山形の未来をひらく人づくり」とした。その主要施策の一つとして、

小学校、中学校、高等学校を通じて「探究型学習」を推進していくこととし、本県全体と

して探究型学習推進プロジェクト事業に取り組んできた。平成 28 年３月に、平成 27 年度

の取組みについてまとめ、『探究型学習推進プロジェクト事業（１年次）研究報告書』と

して発行した。そこでは、探究型学習の根底に流れる考え方を示すとともに、「探究型学

習」推進協力校、スーパーサイエンスハイスクール挑戦校、スーパーグローバルハイスクー

ル挑戦校、山形大学附属学校園の学びの様子を紹介した。探究型学習の推進に向けて、『探

究型学習推進プロジェクト事業（１年次）研究報告書』は各学校の道標となったと考える。 

 今年度は、日々取り組んでいる授業改善に探究型学習の視点をどのように取り入れるか、

これまでの学校研究を基礎としながら探究型学習をどのようにカリキュラムに取り入れる

か等の実践に、県内各学校において継続的に取り組んでいただいた。 

 国においては、中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校

の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」を受け、次期の幼稚園教育

要領、小学校学習指導要領、中学校学習指導要領が平成 29 年３月に告示された。次期学習

指導要領等では、「何を学ぶか」という学習内容の見直しに加え、「どのように学ぶか」

という主体的･対話的で深い学びの視点から学習過程を改善することにより、「何ができる

ようになるか」という新しい時代に必要となる資質･能力の育成が重視されており、「社会

に開かれた教育課程」を実現し、新しい時代に求められる資質・能力を子供たちにはぐく

むことを目指している。つまり、次期学習指導要領が目指すものと本県において目指すも

のは、同じゴールを見据えていると言える。 

 山形県教育センターでは、各学校における探究型学習の推進に向けた教員の資質向上支

援のため、調査研究「『探究型学習』によって確かな学力を育成する授業づくりについて」

を平成 27 年度から３年間の計画で行ってきた。今年度は、調査研究の２年次ではあるもの

の、探究型学習の推進に向け、各学校における今後の取組みの一助とすべく、調査研究を

報告書としてまとめることとした。『探究型学習推進プロジェクト事業（２年次）研究の

あしあと』や『平成 28 年度探究型学習の推進 山形県学力等調査 学力調査Ⅰ・Ⅱ 分析

と活用』とともにお読みいただき、OJT（On the Job Training）の推進や授業改善の参考

としていただきたい。 

 平成 29 年３月 

山形県教育センター 

所 長  石 川 真 澄 
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